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一 般 質 問

・松 本 哲 昇　・加 島 　 淳

・掘 井 算 満　・山 中 修 己

・石田喜久男　・鈴 垣 　 元

・河 島 信 行　・竹 内 　 修

議 案 質 疑

・藤 井 玉 夫

第361回　6月定例会

■■■議会傍聴■■■

６月定例会 ４５人

まつ もと あき

かず

のぶ

のり か しま じゅん

ほり い み やま なか おさ み

いし だ き く お すず がき はじめ

かわ しま ゆき たけ うち おさむ

ふじ い たま お



小野市議会だより

②

小野市議会だより

③

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

6
月

例
定

会

6
月

例
定

会

6
月

例
定

会

6
月

例
定

会

説
明
内
容

説
明
内
容

説
明

内
容

内
容

説
明

説
明
内
容

説
明
内
容

更新予定の消防緊急通信指令システム

地域活性化事業

内訳　消防緊急通信指令システム更新

児童館屋外広場整備事業

道路整備事業

緊急経済対策相談窓口設置

など　12事業

緊急雇用創出事業

白雲谷温泉運営管理基金への積立

競輪訴訟（阪急電鉄）の弁護士報酬

消費生活相談事業経費

地域コミュニティ助成事業

経済センサス

200,000千円

（50,000千円）

（45,000千円）

（30,000千円）

（1,500千円）

15,000千円

25,900千円

（Ｈ20 36,500千円）

1,456千円

1,061千円

2,500千円

283千円

合計 246,200千円

《平成２１年度　一般会計６月補正予算概要》

６
月
定
例
会
は
、
５
月
29
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
26
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
人
事
案
件
な
ど
を
含
む
議
案
６
件
を
原
案
の
と
お

り
、
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
５
月
１
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧

告
に
鑑
み
、
一
般
職
の
職
員
に
対
し
て
同
年
６

月
に
支
給
す
る
期
末
・
勤
勉
手
当
の
額
を
暫
定

的
に
減
額（
0.2
月
分
）す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
小
野
市
教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
平
成
21
年
５
月
１
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧

告
に
鑑
み
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
に
対
し
て

同
年
６
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
を
暫
定

的
に
減
額（
0.2
月
分
）す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
。

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
平
成
21
年
５
月
１
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧

告
に
鑑
み
、
議
会
の
議
員
に
対
し
て
同
年
６
月

に
支
給
す
る
期
末
手
当
の
額
を
暫
定
的
に
減
額

（
0.2
月
分
）す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
。

小
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
現
公
平
委
員
で
あ
る
油
井
五
郎
委
員
の
任
期

が
、
平
成
21
年
７
月
21
日
で
満
了
と
な
る
た
め
、

そ
の
後
任
と
し
て
同
氏
を
再
任
す
る
た
め
。

平
成
21
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

補
正
額
　
２
４
６
、２
０
０
千
円
の
追
加

総
　
額
　
１
８
、４
４
６
、２
０
０
千
円

平
成
21
年
度
小
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

補
正
額
　
２
０
、６
７
２
千
円
の
追
加

総
　
額
　
３
６
、９
７
２
千
円

　
深
刻
な
経
済
危
機
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
２
億
円
規

模
の
地
域
活
性
化
事
業
を
予
算
化
。

 

事
業
内
容
は
、
「
安
全
・
安
心
の
実
現
」

と
し
て
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の

更
新
や
商
工
業
者
へ
の
相
談
窓
口
設
置
、

「
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
」
と
し
て

児
童
館
屋
外
広
場
の
整
備
等
計
12
事
業
の

実
施
。
加
え
て
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と

し
て
、
１
、５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
地
域

の
雇
用
の
促
進
を
図
る
。
ま
た
、
消
費
生

活
相
談
の
充
実
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
の
推
進
経
費
を
加
え
、
２
億
４
、６

２
０
万
円
の
補
正
で
あ
る
。

　
　
　
地
域
活
性
化
事
業

　
　 

経
済
状
況
に
機
動
的
・
弾
力
的
に

対
応
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
22
年
度
実
施
予
定
の
事
業
を
前
倒
す

る
な
ど
、
12
の
追
加
事
業（
総
額
２
億
円
）

を
実
施
す
る
。
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金（
１
７
６
、０
０
０

千
円
）を
活
用
す
る
。

　
　
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
雇
用
失
業
情
勢
の
悪
化
を
受
け
、

さ
ら
な
る
雇
用
の
受
け
皿
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
正
規
労
働
者
、

中
高
年
齢
者
等
の
た
め
の
次
の
雇
用
へ
の

つ
な
ぎ
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出
を
行
う
。

 

県
補
助（
基
金
）事
業
　
補
助
率
10
／
10

　
　
　
白
雲
谷
温
泉
運
営
管
理
基
金
へ
の

積
立

　
　 

平
成
20
年
度
も
、
収
支
と
し
て
黒

字
を
計
上
し
た
た
め
、
基
金
に
積
み
立
て
る
。

　
　
　
競
輪
訴
訟
（
阪
急
電
鉄
㈱
）
の
弁

護
士
報
酬

　
　 

平
成
21
年
２
月
13
日
判
決
確
定（
関

係
20
市
勝
訴
）に
よ
る
弁
護
士
報
酬
の
支

払
い
。

 

こ
の
判
決
確
定
で
競
輪
訴
訟
は
全
て
完

了
し
た
。

　
　
　
消
費
生
活
相
談
事
業
経
費

　
　 

消
費
生
活
相
談
に
従
事
す
る
人
材

の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

窓
口
体
制
の
整
備
等
を
実
施
す
る
。
消
費

者
行
政
活
性
化
交
付
金
を
活
用
す
る
。

 

県
補
助（
基
金
）事
業
　
補
助
率
10
／
10

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
市
場
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

「
市
場
地
区
夏
祭
り
」
を
実
施
す
る
際
に

必
要
な
や
ぐ
ら
、
音
響
機
材
、
テ
ン
ト
等

備
品
を
購
入
す
る
経
費
を
助
成
す
る
。

 

宝
く
じ
助
成
金
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
金
　
補
助
率
10
／
10
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基
金
）事
業
　
補
助
率
10
／
10

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
市
場
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
が

「
市
場
地
区
夏
祭
り
」
を
実
施
す
る
際
に

必
要
な
や
ぐ
ら
、
音
響
機
材
、
テ
ン
ト
等

備
品
を
購
入
す
る
経
費
を
助
成
す
る
。

 

宝
く
じ
助
成
金
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
金
　
補
助
率
10
／
10



小野市議会だより

④

松
本
哲
昇
議
員

・
下
水
道
に
つ
い
て

・
資
源
ご
み
に
つ
い
て

・
市
場
小
学
校
西
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

加

島
　
淳
議
員

・
船
木
浄
水
場
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て

・
２
０
１
０
年
「
第
19
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ

ミ
ッ
ト
小
野
大
会
」
開
催
に
つ
い
て

掘
井
算
満
議
員

・
人
口
対
策
に
つ
い
て

・
保
育
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
検
証
に

つ
い
て

・
好
古
館
の
事
業
に
つ
い
て

・
下
水
道
の
普
及
に
つ
い
て

石
田
喜
久
男
議
員

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

に
つ
い
て

・
農
地
転
用
手
続
き
の
迅
速
化
に
つ
い
て

鈴

垣
　
元
議
員

・
「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
掲
載
記
事
を
め

ぐ
る
問
題
に
つ
い
て

・
小
野
市
正
規
職
員
削
減
と
非
正
規
職
員

雇
用
の
実
態
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て

河
島
信
行
議
員

・
現
役
世
代
が
『
元
気
』
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
雇
用
の
創
出

・
団
魂
世
代
以
上
の
市
民
が
『
安
心
』
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

・
こ
ど
も
を
『
安
心
』
し
て
出
産
し
、
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
支
援
策

・
『（
仮
称
）北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
』

竹

内
　
修
議
員

・
国
の
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
か
か
る

市
の
対
応
に
つ
い
て

・
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
利
活
用

に
つ
い
て

藤
井
玉
夫
議
員

・
議
案
第
42
号
　
平
成
21
年
度
小
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

市議会ＨＰ内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

ＨＰアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/～gikai/

市議会ＨＰ内の「市議会ビデオライブラリ」から
も、議会の様子をご覧いただけます。

ＨＰアドレス：http://www.city.ono.hyogo.jp/～gikai/
（一般質問・質疑は発言した議員が編集しました）

平成21年

6月定例会
平成21年

6月定例会
平成21年

6月定例会
平成21年

6月定例会
浄土寺裏山アジサイの里浄土寺裏山アジサイの里

自宅にいながら
議会の傍聴

小野市ホームページから
ご覧いただけます。

実施中！！

市議会のホームページ
（議会日程を知る）

議 会 傍 聴
（議場で直接聞く）

会議録検索システム
（本会議の内容を調べる）

議会だより
（議会の様子を知る） （傍聴に行けないとき）



小野市議会だより

⑤

質
問

答
弁
質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

船
木
浄
水
場
の
稼
動
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
私
た
ち
は
船
木
浄
水
場
の
「
新
し

い
水
」
を
い
つ
か
ら
飲
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
５
月
14
日
か
ら
新
浄
水
場
の
水
が

家
庭
に
届
い
て
い
る
。

　
　
　
新
施
設
の
特
徴
は
。

　
　
　
①
耐
震
化
施
設
と
な
っ
た
②
自
動

運
転
が
可
能
と
な
っ
た
③
膜
ろ
過
方
式
の

採
用
で
不
溶
解
性
物
質
及
び
細
菌
を
完
全

に
除
去
④
薬
品
の
注
入
量
が
低
減
さ
れ
た
。

　
　
　
一
般
家
庭
で
の
水
質
検
査
は
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
市
内
７
箇
所
で
毎
日
し
て
い
る
が
、

す
べ
て
基
準
値
の
範
囲
内
。

　
　
　
新
浄
水
場
が
で
き
た
こ
と
で
コ
ス

ト
プ
ッ
シ
ュ
は
な
い
の
か
。
料
金
改
定
は
。

　
　
　
自
動
運
転
が
可
能
に
な
り
３
名
職

員
を
削
減
、
汚
泥
の
搬
出
量
も
減
り
、
当

面
料
金
改
定
は
行
わ
ず
企
業
努
力
で
い
く
。

　
　
　
船
木
浄
水
場
２
期
工
事
の
概
要
は
。

　
　
　
天
日
乾
燥
床
を
施
工
す
る
。
汚
泥

の
処
理
方
法
と
し
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と

し
て
搬
出
す
る
ほ
か
、
建
設
路
盤
材
な
ど

再
利
用
も
検
討
し
た
い
。
　（
水
道
部
長
）

２
０
１
０
年
「
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ

ト
小
野
大
会
」
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
開
催
日
及
び
会
場
は
。

　
　
　
開
催
日
は
、
来
年
５
月
29
日
・
30

日
の
２
日
間
。
屋
内
会
場
は
「
う
る
お
い

交
流
館
エ
ク
ラ
」
屋
外
会
場
は
「
ひ
ま
わ

り
の
丘
公
園
」
。

　
　
　
準
備
委
員
会
で
ま
と
め
ら
れ
た
内

容
は
。

　
　
　
大
会
に
向
け
４
つ
の
柱
を
設
定
し

た
。
①
花
や
ハ
ー
ブ
を
利
用
し
た
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
め
ざ
す
「
景
観
緑
化
」
②
ハ
ー

ブ
の
あ
る
暮
ら
し
を
目
指
す
「
家
庭
内
緑

化
」
③
ハ
ー
ブ
を
体
に
取
り
込
む
こ
と
に

よ
り
健
康
を
目
指
す
「
体
内
緑
化
」
④
３

つ
の
柱
の
相
乗
効
果
で
新
た
な
産
業
の
発

掘
を
目
指
す
「
産
業
化
」
こ
れ
ら
の
柱
の

も
と
、
ハ
ー
ブ
に
か
か
わ
る
地
域
の
組
織

づ
く
り
や
特
産
品
加
工
部
会
等
の
育
成
を

図
り
、
小
野
市
全
体
の
更
な
る
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。（
地
域
振
興
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

加

島

淳
議
員

清
風
ク
ラ
ブ

松
本
哲
昇
議
員

下
水
道
に
つ
い
て

　
　
　
下
水
道
の
収
益
が
悪
い
状
況
で
あ

る
が
値
上
げ
時
期
は
？

　
　
　
平
成
20
年
度
末
で
２
０
８
億
円
の

起
債
残
高
が
あ
り
、
経
営
状
況
を
考
え
る
と

値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し

ば
ら
く
は
現
状
を
維
持
し
た
い
。（
市
長
）

　
　
　
合
併
処
理
浄
化
槽
区
域
の
浄
化
槽

管
理
状
況
は
？

　
　
　
補
助
金
要
綱
に
適
正
な
管
理
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
が
把
握
が
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
は
適
正
な
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。
　
　
　（
水
道
部
長
）

資
源
ご
み
回
収
に
つ
い
て

　
　
　
市
が
行
な
っ
て
い
る
古
紙
回
収
に

約
５
０
０
万
円
の
税
金
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
他
市
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
自
治
会
な
ど
に

回
収
対
価
に
対
し
て
補
助
を
行
う
こ
と
で

古
紙
回
収
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
小
野
市

で
も
税
金
の
範
囲
内
で
回
収
対
価
補
助
を

す
れ
ば
効
果
が
上
が
る
と
思
う
が
？

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
重
視
し
て

や
り
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
望
ん
で
お

り
、
今
後
も
売
却
費
用
補
助
で
対
応
し
た

い
。
市
が
行
う
古
紙
回
収
も
市
民
に
定
着

し
て
い
る
の
で
今
後
も
続
け
て
い
く
。

（
市
民
安
全
部
次
長
）

　
　
　
対
価
補
助
を
出
せ
ば
回
収
効
果
が

上
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
引
き
取

り
業
者
の
利
益
確
保
に
な
り
行
政
と
し
て

好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。（
市
長
）

市
場
小
学
校
西
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

　
　
　
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る
な
ら
ば

排
水
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
？

　
　
　
排
水
を
根
本
的
に
見
直
す
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
現
状
の
穴

ぼ
こ
補
修
を
行
い
た
い
。
　（
教
育
次
長
）

　
　
　
市
場
小
学
校
西
グ
ラ
ン
ド
の
更
な

る
利
活
用
に
つ
い
て

　
　
　
避
難
場
所
等
の
機
能
を
高
め
る
上

で
も
ス
ム
ー
ズ
な
進
入
は
不
可
欠
と
考
え

て
お
り
、
新
た
な
進
入
路
も
視
野
に
入
れ

検
討
し
て
い
き
た
い
。（
地
域
振
興
部
長
）



小野市議会だより

⑥

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

人
口
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
２
０
５
５
年
の
兵
庫
県
将
来
推
計

人
口
が
発
表
さ
れ
、
小
野
市
は
４
９
、７

６
１
人
か
ら
33
％
減
じ
て
３
３
、３
３
５

人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

年
か
ら
第
４
次
小
野
市
総
合
計
画
の
策
定

が
始
ま
る
が
、
人
口
対
策
は
如
何
に
。

　
　
　
こ
の
度
、
示
さ
れ
た
将
来
推
計
人

口
は
、
超
少
子
高
齢
化
の
到
来
を
示
し
て

お
り
、
小
野
市
の
存
続
を
危
惧
す
る
数
値

で
あ
る
。
し
か
し
、
「
何
を
、
ど
う
す
れ

ば
、
小
野
市
の
人
口
が
減
ら
な
い
の
か
」

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
重
要
。
そ
れ
に
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

旧
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
用
地
、
小
野
長
寿
の
郷
構
想

予
定
地
な
ど
可
能
性
を
秘
め
た
財
産
の
活

用
を
図
っ
て
参
り
た
い
。（
小
林
副
市
長
）

保
育
所
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　
　
　
市
内
学
校
施
設
の
耐
震
化
整
備
事

業
は
順
調
に
進
み
、
本
年
度
で
完
了
の
運

び
と
な
っ
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
法
人
が

運
営
す
る
市
内
14
保
育
所
の
耐
震
診
断
及

び
耐
震
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
指
導

さ
れ
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
昭
和
56
年
以
前
の
旧
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
建
築
物
は
、
市
内
14
保
育
所
の

う
ち
11
保
育
所
の
13
棟
と
な
っ
て
い
る
が
、

耐
震
改
修
促
進
法
に
よ
る
改
修
指
導
助
言

の
対
象
と
な
る
「
２
階
建
で
、
か
つ
、
延

べ
床
面
積
５
０
０
㎡
以
上
」
の
基
準
に
達

し
な
い
施
設
規
模
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
施

設
も
耐
震
診
断
及
び
耐
震
整
備
は
未
実
施

で
あ
る
。

 

し
か
し
、
保
育
所
に
診
断
に
つ
い
て
の

意
向
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
「
特
殊
建

築
物
定
期
調
査
」
で
は
、
特
に
措
置
を
要

し
な
い
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
早
期
に

着
手
さ
れ
る
考
え
に
至
っ
て
い
な
い
。

 

市
と
し
て
は
、
「
法
人
保
育
所
施
設
整

備
補
助
金
」
も
確
立
し
て
お
り
、
保
育
施

設
の
耐
震
化
が
順
次
図
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
働
き
か
け
て
ま
い
り
た
い
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

掘
井
算
満
議
員

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
検

証
に
つ
い
て

　
　
　
経
済
的
影
響
、
対
策
の
検
証
及
び

今
後
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
ゆ
ぴ
か
等
の
公
共
施
設
の
休
業
及

び
市
民
病
院
に
お
け
る
発
熱
外
来
の
準
備

経
費
、
感
染
予
防
品
の
購
入
等
で
約
２
、

３
０
０
万
円
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
民

間
で
は
旅
行
代
理
店
や
ゴ
ル
フ
場
の
売
上

の
減
少
な
ど
調
査
可
能
な
範
囲
で
の
影
響

額
は
約
６
、０
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
、

合
計
で
約
８
、３
０
０
万
円
を
超
え
る
影

響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
結
果
の
検

証
に
つ
い
て
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、
今
回
の
対
策
を

項
目
毎
に
分
類
し
、
課
題
や
問
題
点
、
反

省
点
な
ど
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
に
対
す
る

改
善
や
変
更
点
を
だ
し
て
、
分
析
し
て
い

ま
す
。
秋
以
降
懸
念
さ
れ
て
い
る
第
２
波

に
備
え
、
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

検
討
委
員
会
」
を
組
織
し
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
民
安
全
部
長
）

　
　
　
ゆ
ぴ
か
の
客
足
回
復
と
２
０
０
万

人
突
破
記
念
と
を
兼
ね
て
、
７
月
１
ヶ
月

間
入
場
料
半
額
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
市
長
）

好
古
館
の
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
好
古
館
の
事
業
、
貯
蔵
品
の
活
用

及
び
浄
土
寺
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
　
好
古
館
は
小
野
市
に
残
る
貴
重
な

歴
史
民
族
資
料
を
収
集
、
保
存
、
公
開
し

て
お
り
、
特
別
展
、
企
画
展
、
茶
会
、
音

楽
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
収

蔵
品
は
約
３
万
１
千
点
あ
り
、
年
４
回
常

設
展
示
を
入
れ
替
え
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
は
飽

和
状
態
で
す
が
、
現
在
の
中
２
階
の
拡
充

で
、
20
％
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
浄
土
寺
コ
ー
ナ
ー
は
見
学
者
に
浄

土
寺
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
入
り
口
に
実
物
大
の
阿

弥
陀
三
尊
の
写
真
と
江
戸
時
代
の
浄
土
寺

の
建
物
配
置
を
復
元
し
た
模
型
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
県
指
定
文
化
財
の
行

道
面
や
鬼
面
、
市
指
定
文
化
財
の
扁
額
な

ど
の
展
示
も
考
え
ま
す
。
　
　（
教
育
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員
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⑦

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
掲
載
記
事
問
題

に
つ
い
て

 

経
済
誌
「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
の
首
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
し
た
蓬
萊
小
野
市

長
が
、
「
私
は
自
治
労
を
解
体
す
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
小
野
市
の
組
合
（
幹
部
）

に
は
『
自
治
労
か
ら
脱
退
し
ろ
』
と
言
っ

て
い
る
」
等
々
発
言
し
た
と
し
て
、
自
治

労
県
本
部
が
市
内
に
ビ
ラ
を
配
布
し
た
り
、

市
役
所
に
街
宣
車
を
乗
り
付
け
抗
議
行
動

す
る
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
記
事
の
内
容
が

本
当
な
ら
、
憲
法
21
条
の
「
集
会
・
結
社

の
自
由
」
、
28
条
「
勤
労
者
の
団
結
す
る

権
利
」
に
抵
触
す
る
と
し
て
市
長
に
質
問

し
ま
し
た
。

　
　
　
ビ
ラ
に
書
か
れ
て
い
る
抜
粋
記
事

に
間
違
い
は
な
い
か
。

　
　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
小
野
市
の

行
政
経
営
の
基
本
理
念
、
変
革
を
め
ざ
し

た
仕
組
み
づ
く
り
、
職
員
の
意
識
改
革
等

を
説
明
し
、
加
え
て
、
成
果
と
報
酬
が
連

動
す
る
制
度
の
構
築
な
ど
、
私
の
理
念
と

す
る
と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
記
事
と
な
っ
た

も
の
。
抜
粋
記
事
は
そ
の
一
部
、
少
し
過

激
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
が
私
の
本
意
で

は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
は
全
国
誌
。

記
事
に
間
違
い
な
い
な
ら
問
題
で
、
自
治

労
に
抗
議
を
受
け
て
当
然
だ
。｢

本
意
で

は
な
い｣

の
謝
罪
文
を
同
誌
上
に
掲
載
す

べ
き
だ
。

　
　
　
結
論
を
言
う
と
、
６
月
４
日
、
自

治
労
県
委
員
長
と
私
が
直
接
会
談
し
決
着

し
て
い
る
。
お
互
い
に
「
も
う
何
も
言
わ

な
い
」
約
束
に
な
っ
て
い
る
の
で
答
弁
は

控
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
井
上
・
小
林
両
副
市
長
は
元
市
職

労
の
一
員
。
市
長
の
発
言
に
対
し
謝
罪
を

進
言
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
過
激
な
発
言
を
さ
れ
た
な
と
思
っ

た
が
、
市
長
の
政
治
理
念
で
あ
り
、
と
や

か
く
言
う
立
場
に
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
井
上
副
市
長
）

　
　
　
井
上
副
市
長
と
趣
旨
的
に
変
わ
り

は
な
い
。
人
事
を
担
当
し
た
経
験
か
ら
言

う
と
、
自
治
労
も
変
わ
る
べ
き
時
が
来
て

い
る
の
で
は
と
思
う
。
　（
小
林
副
市
長
）

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員

明
政
ク
ラ
ブ

石
田
喜
久
男
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理
に
つ
い
て

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
自
治
会
な

ど
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
委
託
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地

域
に
密
着
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
の

推
進
に
よ
り
、
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
、

文
化
教
養
、
地
域
福
祉
の
向
上
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
教
養
の

向
上
、
文
化
活
動
の
推
進
、
人
権
啓
発
、

地
域
福
祉
の
増
進
等
の
向
上
発
展
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
自
主
的
・

自
立
的
な
地
域
づ
く
り
推
進
団
体
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
か
し
つ
つ
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
や
自
治
会
な
ど
か
ら
意
欲
的
な
運

営
管
理
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
、
指
定
管
理
者
と
し
て
、

委
託
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
教
育
次
長
）

農
地
転
用
手
続
き
の
迅
速
化
に
つ
い
て

　
　
　
現
在
、
農
地
転
用
の
許
可
が
下
り

る
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
要
し
ま
す
か
。

　
　
　
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
、
申
請
受
付
後
か
ら
約

二
ヶ
月
で
許
可
が
下
り
て
い
ま
す
。
ま
た
、

転
用
目
的
に
よ
り
許
可
が
遅
れ
た
特
殊
な

事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
農
用
地
区
域

内
の
農
地
で
あ
れ
ば
除
外
す
る
手
続
き
に

別
途
六
ヶ
月
程
度
要
す
る
と
、
聞
い
て
お

り
ま
す
。
　
　
　
　（
農
業
委
員
会
会
長
）

　
　
　
農
振
除
外
の
手
続
き
を
迅
速
化
で

き
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
農
振
除
外
の
許
可
権
者
は
県
知
事

で
あ
り
、
機
会
を
見
て
事
務
の
迅
速
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
意
見
具
申
し
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）
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⑧

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
現
役
世
代
が
『
元
気
』
に
働
く
こ

と
が
で
き
る
雇
用
の
創
出

①
伝
統
産
業
・
地
場
産
業
の
後
継
者
の
育

成
支
援
策
に
つ
い
て

　
　
　
商
工
会
議
所
に
専
門
員
を
採
用
し
、

後
継
者
育
成
等
の
研
究
を
行
う
『
地
場
産

業
活
性
化
事
業
』
を
開
始
。

②
中
小
企
業
の
支
援
策
に
つ
い
て

　
　
　
求
職
者
対
象
「
就
職
情
報
フ
ェ

ア
ー
」
を
開
催
。
　
　（
地
域
振
興
部
長
）

③
工
業
団
地
の
整
備
構
想
に
つ
い
て

　
　
　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
取
得
し
た
産
業
用

地
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
粗
造
成
を
行
い
、

排
水
処
理
等
の
防
災
工
事
中
。
小
野
工
業

団
地
の
東
側
の
山
林
部
分
30
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
拡
張
す
る
計
画
あ
り
。（
井
上
副
市
長
）

　
　
　
団
塊
世
代
以
上
が
『
安
心
』
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

①
地
域
の
『
祭
』
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
「
や
ぐ
ら
、
音
響
設
備
、
テ
ン
ト
」

を
購
入
し
た
の
で
、
「
市
場
夏
祭
り
」
や

「
各
地
域
の
ま
つ
り
、
運
動
会
」
に
活
用

で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
次
長
）

②
「
Ｊ
Ｒ
各
駅
周
辺
施
設
」
の
活
性
化
策

（
駐
車
場
整
備
な
ど
）
に
つ
い
て

　
　
　
粟
生
駅
前
は
20
台
、
河
合
西
駅
前

は
18
台
、
小
野
町
駅
前
は
16
台
分
確
保
し

て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
小
林
副
市
長
）

　
　
　
こ
ど
も
を
『
安
心
』
し
て
出
産
し
、

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
支
援
策

①
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

　
　
　
平
成
21
年
度
に
限
り
第
一
子
ま
で

拡
大
し
て
実
施
。

②
「
保
育
料
」
負
担
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
市
は
保
護
者
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
す
で
に
市
の
単
独
助
成
と
し
て
年
間
、

約
１
億
円
の
保
育
料
を
軽
減
し
て
い
る
。

③
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
、
学
生
の
授
業

料
へ
の
緊
急
支
援
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
独
自
の
緊
急
支
援
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　『
（
仮
称
）北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
』
に
つ
い
て

①
「
県
所
有
地
」
と
「
小
野
市
所
有
地
」

の
交
換
の
実
現
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
　
　
交
換
は
確
実
と
判
断
。

②
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
計
画
を
策
定
予
定
。（
井
上
副
市
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

河
島
信
行
議
員

国
の
補
正
予
算
の
対
応
に
つ
い
て

◆
学
校
耐
震
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
Ｉ
ｓ
値

０
・
７
未
満
の
校
舎
の
耐
震
化
推
進
が
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
野
市
で
の
取
り

組
み
に
変
更
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
こ
の
耐
震
関
連
事
業
交
付
金
は
、

地
方
負
担
額
の
約
55
％
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
単
年
度
の
も
の
で
、
繰
越
想
定

し
て
も
平
成
二
十
二
年
度
の
完
成
事
業
が

対
象
、
現
在
、
小
野
中
学
校
の
校
舎
及
び

体
育
館
の
改
築
事
業（
約
十
三
億
円
）の
前

倒
し
を
検
討
し
ま
す
。
　
　（
教
育
次
長
）

◆
女
性
特
有
の
ガ
ン
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
女
性
特
有
の
ガ
ン
の
早
期
発
見
の

た
め
、
「
乳
・
子
宮
ガ
ン
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
」
の
導
入
が
望
ま
れ
ま
す
が
。

　
　
　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
女
性
の
ガ
ン

検
診
受
診
率
は
、
欧
米
に
比
べ
極
め
て
低

く
、
罹
患
・
死
亡
率
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
は
、
検
診
に
よ
る
受
診
率
の
向
上
が
唯

一
最
大
の
方
策
で
す
。

 

小
野
市
で
は
、
国
の
基
準
に
基
づ
き
病

理
・
臨
床
結
果
を
も
と
に
、
乳
ガ
ン
検
診

を
四
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
、
子
宮
頸
ガ

ン
検
診
を
二
十
歳
か
ら
四
十
歳
ま
で
の
五

歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
無

料
受
診
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
て
実
施
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

◆
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
現
下
の
不
況
下
で
は
、
可
能
な
限

り
速
や
か
な
実
施
が
望
ま
れ
ま
す
。

 

現
在
、
年
内
の
支
給
完
了
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

小
野
市
で
は
、
所
得
制
限
は
設
け
ず
、

第
一
子
か
ら
、
一
人
当
た
り
三
万
六
千
円

を
支
給
し
ま
す
。
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

公
明
党

竹

内

修
議
員
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⑨

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

平
成
21
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
観
光
客
誘
致
促
進
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
市
観
光
協
会
に
助
成
し
、
飲
食
店

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
、
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
の

作
成
、
観
光
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
、
民
間
事
業

者
等
の
参
画
を
得
て
、
地
域
の
活
性
化
を

図
り
た
い
。
　
　
　
　（
地
域
振
興
部
長
）

　
　
　
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
更

新
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
現
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
約
20
年

が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
１
１
９
番

緊
急
通
報
の
受
診
対
応
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
出
て
い
る
。
通
報
者
か
ら
火
事
・

救
急
等
の
発
生
現
場
を
瞬
時
に
確
認
可
能

な
新
た
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
含

め
、
迅
速
な
緊
急
出
動
が
で
き
る
よ
う
改

善
を
図
り
た
い
。
　
　
　
　
　（
消
防
長
）

　
　
　
こ
の
た
び
の
消
防
緊
急
通
信
指
令

シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
関
し
て
は
、
消
防
の

広
域
化
の
動
き
を
勘
案
し
て
、
当
面
の
急

を
要
す
る
現
行
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
図
り

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
高
齢
世
帯
火
災
警
報
器
設
置
事
業

に
つ
い
て

　
　
　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
者
の
６
割

が
高
齢
者
で
、
災
害
弱
者
で
あ
る
市
内
75

歳
以
上
の
高
齢
者
独
居
世
帯
・
高
齢
者
夫

婦
世
帯
に
対
し
、
１
台
購
入
す
る
た
め
の

経
費
、
器
具
取
り
付
け
設
置
経
費
を
設
置

義
務
化
に
あ
わ
せ
支
援
を
行
う
。（

消
防
長
）

　
　
　
障
害
者
世
帯
の
設
置
に
関
し
て
は
、

自
立
支
援
法
に
よ
り
、
機
器
購
入
費
の
９

割
の
助
成
が
さ
れ
て
お
り
、
警
報
音
で
対

応
で
き
な
い
聴
覚
障
害
者
世
帯
の
高
額
機

器
の
導
入
に
あ
た
っ
て
も
、
現
行
の
制
度

で
も
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

藤
井
玉
夫
議
員

　
６
月
定
例
会
の
提
出
議
案
の
審
査
付
託
に
つ
い
て
、
６
月
19
日
、
総
務
文
教
、

民
生
保
健
、
地
域
振
興
、
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
審
査
付
託
議
案
は
、
議
案
第
42
号
に
か
か
る
１
議
案
で
あ
り
、
市
当
局
か
ら
説

明
を
受
け
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

【各常任委員会に付託された議案】

・議案第42号　平成21年度小野市一般会計補正予算（第１号）

　採決の結果、各常任委員会とも議案について、全員賛成により

可決すべきと決まりました。

　なお、審査する過程において、次のような意見がありました。

　総務文教常任委員会では、将来的には、救急車・消防車の車両

の走行位置が、司令室でもわかるようなシステムにしていただき、

到着時間が短縮できるよう、検討されたい。

　地域振興常任委員会では、各駅に設置される、駅防犯カメラの

設置にあたっては、管理運用の規定を検討されたい。

慎重に審査される委員（総務文教常任委員会）
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⑩

会議等開催日等

第１回議会改革特別委員会

（平成21年４月６日）

第２回議会改革特別委員会

（平成21年４月23日）

第３回議会改革特別委員会

（平成21年５月21日）

第４回議会改革特別委員会

（平成21年６月29日）

第５回議会改革特別委員会

（平成21年８月６日）

検 討 内 容 等

正副委員長の選出。議会改革特別委員会申し合わせ事項の設置。

会派ごとに提出された検討項目（49項目）について、各会派より

説明を求めた。

改革検討項目45項目（重複分除く）の内、16項目を検討した。

内訳は次のとおり。

議会改革特別委員会３項目、諮問委員会への調査等…（議員協議

会（５/18）…議員定数関係４項目、会派代表者会１項目、議会運

営委員会３項目）、決定項目４項目、会派からの取下げ１項目。

議会改革特別委員会会議録の閲覧を取り決めた。

改革検討項目残り29項目の内、７項目を検討した。

議会改革特別委員会１項目、保留項目１項目、決定項目４項目、

会派からの取下げ１項目。

改革検討項目残り22項目を検討した。

議会改革特別委員会８項目、決定項目１項目、議会運営委員会２

項目、削除項目10項目、会派からの取下げ１項目。

改革項目（19）の協議。（予定）

これまでの議会改革特別委員会の経過等

※
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
状
況

 

井
上
日
吉
委
員
長
は
、
全
議
員

に
対
し
、
議
員
定
数
に
対
す
る
考

え
方
と
理
論
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
議
員
協
議
会
に

お
い
て
、
全
議
員
か
ら
考
え
方
を

聴
取
し
ま
し
た
。

 

議
員
定
数
に
つ
い
て
の
調
査
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
議
員
定
数
を
増
・
現
状
・
削

減
す
る
根
拠
に
つ
い
て

　（
適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
、

人
口
や
面
積
、
社
会
経
済
情
勢
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
理
論
付

け
て
く
だ
さ
い
。）

２
　
議
員
定
数
を
増
・
現
状
・
削

減
す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て

　（
行
政
の
役
割
は
住
民
福
祉
の

向
上
で
あ
り
、
そ
れ
を
市
民
の
目

線
で
監
視
す
る
の
が
議
会
の
役
割

で
あ
り
ま
す
。
昨
今
は
住
民
の
意

識
も
向
上
し
、
行
政
や
議
会
に
対

す
る
監
視
の
目
も
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
が
市
全
体

の
代
表
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
す
重
要
性
の
観
点
か
ら
市
民
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
理
論
付
け

て
く
だ
さ
い
。
）

３
　
議
会
の
果
た
す
役
割
と
議
員

定
数
を
増
・
現
状
・
削
減
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　（
地
方
分
権
に
よ
り
、
議
会
の

果
た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
高
度

情
報
社
会
に
よ
り
、
市
民
の
参
画

や
市
民
の
要
望
を
よ
り
迅
速
に
市

政
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
出
来

て
い
る
現
状
の
観
点
か
ら
理
論
付

け
て
く
だ
さ
い
。
）

４
　
行
政
運
営
の
効
率
化
と
議
会

の
効
率
化
に
つ
い
て

　（
行
政
運
営
の
簡
素
化
や
合
理

化
と
同
様
の
観
点
で
議
会
の
効
率

化
を
論
ず
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
報
酬
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
経
費
の
削
減
や
議
員
に
よ
る
効

率
的
な
議
会
運
営
は
、
今
後
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
過
去
に
行
っ
た
議
員
定
数
削

減
の
観
点
も
含
め
、
議
案
審
議
等

へ
の
影
響
に
つ
い
て
理
論
付
け
て

く
だ
さ
い
。）

５
　
議
員
定
数
で
は
な
く
、
報
酬

等
の
経
費
を
削
減
す
る
こ
と

に
つ
い
て

　（
報
酬
や
各
種
経
費
等
を
削
減

す
る
こ
と
で
、
議
員
定
数
削
減
と

同
様
の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と

は
理
解
し
ま
す
が
、
議
員
報
酬
や

政
務
調
査
費
の
あ
り
方
等
の
観
点

か
ら
理
論
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

 

全
議
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今

後
も
引
き
続
き
議
会
改
革
特
別
委

員
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

 

平
成
21
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数
お
よ
び
議
会
改
革
に
つ
い
て
検
討
す
る
、
議
会
改

革
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ
の
後
の
経
過
と
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
経
過
と
状
況

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
経
過
と
状
況

議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
経
過
と
状
況

会
議
録
の
閲
覧
は
、
市
役
所

５
階
市
議
会
図
書
室
で
で
き

ま
す
。
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総務文教常任委員会

民生保健常任委員会

地域振興常任委員会

①佐賀県伊万里市
行政評価システムについて
　平成13年度から行政評価に取り組み、平成14年度は

事務事業評価のモデル試行、平成15年度から本格的に

実施、「少ない資源でより大きなサービス提供効果を

あげる行政運営の推進」を図られていた。

②佐賀県佐賀市
広域消防について
　広域消防の発足当時（２市10町）、消防本部の歴史、

背景もあり、戸惑いもあったようだが、消防再編の目

標であった消防力の強化と住民サービスの質の向上を

感じとることができた。

③福岡県大牟田市
ICT教育について
　市内全校でICT教育を推進し、希望研修講座を設け、

様々な研修をされ、ICT機器をいかに有効に授業に活

用するか、求められている。

①北海道苫小牧市
ミニマムアクセス米を原料にしたバイオエタノール
　農林水産省が推進する「バイオ燃料地域利用モデル

実証事業」において、米を主原料とするバイオエタ

ノール製造の実用化に向けた技術実証に取り組んで

いる。

②北海道滝川市
地域活性化プロジェクトについて
 地域再生チャレンジ交付金による、地域特産品ブラ

ンド化事業を実施。地域特産品をそらぷちブランドと

して、JA滝川産の小麦「ハルユタカ」を使用したラー

メンをブランド化。

③北海道江別市
農商工連携について
　江別経済ネットワークは、「江別小麦めん」の開発・

商品化を地域ブランド形成プロジェクトと位置付け、

江別麦の会と連携し「江別小麦めん」を開発。

7月6日（月）～8日（水）

7月14日（火）～16日（木）

7月21日（火）～23日（木）

総務文教常任委員会

民生保健常任委員会

地域振興常任委員会

広域消防について研修した（佐賀広域消防局で）

香取市ではデイサービス施設の視察も行った

バイオエタノール事業の視察研修（オエノンホールディングス）

①千葉県鴨川市
幼保一元化について
　幼稚園と保育園を１ヶ所の施設で運営する幼保一元

化は、少子化時代の中で注目されている。しかし、そ

れぞれが異なる制度での運営となるため、実施には様々

な困難がともない普及していないのが現状である。この

ような状況下で鴨川市では先進的に取り組まれている。

②千葉県香取市
介護保険料について
　制度開始から、８年が経過した介護保険料について、

小野市に比して高い高齢化率（25.8％）であるにもかか

わらず、低水準の介護保険料で運営されている。

③東京都青梅市
シルバーマイスター事業について
　高齢者が、優れた技能・知識・経験等をボランティ

ア活動を通じて社会参加を図ることを目的に、平成17

年度に市の職員の提

案により制度化され

た事業である。今後

ますます増加する高

齢者の、社会参加の

場を提供する制度と

して注目されている。
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⑫■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

【５月】
７日　議会運営委員会　  
　〃 　議員互助会総会　  
　〃 　会派代表者会　  
９日　小野市保育所連合保護者会代表者会総会　  
12日　兵庫県市議会議長会総会（淡路市）　  
13日　会派代表者会　  
14日　臨時議会　  
18日　市議会報編集委員会　  
　〃 　議員互助会総会　  
　〃 　議員協議会　  
　〃 　議員研修会　  
21日　議会改革特別委員会　  
24日　三木市・小野市統合病院建設協議会　  
25日　議会運営委員会　  
　〃 　市議会報編集委員会　  
27日　全国市議会議長会総会（東京）   
29日　本会議（第１日）   
30日　市場小学校・小野特別支援学校運動会　  
31日　小野市文化連盟総会　  
【６月】
４日　北播政経懇話会（西脇市）   
６日　小野市女性団体連絡会総会　  
　〃 　小野市男女共同参画センター開設５周年記念

講演会　  
７日　兵庫県民フォーラム「公立病院はどうなる」
９日　小野市観光協会通常総会　  
16日　本会議（第２日目）   
　〃 　小野市農会長会総会　  
17日　本会議（第３日目）   
19日　総務文教・民生保健・地域振興常任委員会
　〃 　小野防犯協会総会　  
23日　本会議（第４日目）   
24日　総務文教常任委員会研修会　  
27日　シルバー人材センター臨時総会　  
29日　議会改革特別委員会　  
【７月】
２日　播磨内陸医務事業組合議会　  
　〃 　北播衛生事務組合議会　  
３日　播磨内陸広域行政協議会（西脇市）   
６日～８日　総務文教常任委員会行政視察（伊万里市・

佐賀市・大牟田市）   
７日　市議会議員特別セミナー（千葉市）   
８日　第８回地方の元気回復対話交流会（神戸市）   
９日　東播・淡路市議会議長会定例会（明石市）   
10日　民生保健常任委員会研修会　  
　〃 　行政視察来市（香川県三豊市）   
13日　小野市防災会議･水防協議会・国民保護協議会  
14日～16日　民生保健常任委員会行政視察（鴨川市・

香取市・青梅市）   
14日　一般国道175号整備促進期成同盟会総会　  
16日　地域振興常任委員会研修会　  
17日　市議会報編集委員会　  
21日　地域づくり懇話会（加西市）   
21日～23日　地域振興常任委員会行政視察（苫小牧市・

滝川市・江別市）   
23日　兵庫県市議会議長会総会（宍粟市）   
24日　小野市交通対策委員会総会　  
25日　東播磨地区保育研究大会　  
29日　行政視察来市（愛知県安城市）   
31日　全国市議会議長会産業経済委員会（東京）

◎議会の動き◎

　9月15日（火）・16日（水）
ご希望の方は 9月 7日（月）まで

に議会事務局までお申込みくだ

さい。

９月定例会の日程が決まりました。

9月2日（水）　本会議（第1日）10時～

9月15日（火）　本会議（第2日）10時～

9月16日（水）　本会議（第3日）10時～

9月25日（金）　本会議（第4日）13時30分～

　本会議の第２日と第３日は、議員の質疑、

一般質問があります。

　議員からは提出議案の質疑、市政全般にわ

たる一般質問を行い、これに対して市長・部

長が答弁します。

　５月27日（水）全国市議会議長会総会において、

小野市議会の６名の議員が全国市議会議長会会長

表彰（議員10年）を受けました。

　受賞者は、松本英昭議員、石田喜久男議員、藤

原 健議員、掘井算満議員、松井精史議員、井上

日吉議員の６名です。

写真左から、松井精史議員、河島信行副議長、松本英昭議員、
掘井算満議員、川名善三議長、石田喜久男議員、
井上日吉議員、藤原　健議員

6名の議員が全国市議会議長会
から表彰されました

傍聴お待ちしております！！


